
市農業教室 6. 7 月 分学級開設予 定表 J 

課 	 題

農業 機 械 の 整備 

今夏の稲作管理について

そ さ い 作 実 習

施 設 園 芸

農業者の保健と衛生

協業経営の進め方 

夏の栽培管理および 
病 虫 害 防

中小家畜の飼養管理 

農業機械の整備 

米価算定の内容と
決 定 の 経 緯

生活改善の実習 

講 	 師 

磐讐械石戸谷主任 
県農試作物科 今井技師

五農高校教諭 

県農試 平尾園芸科長

五所川原保健所山上所長

県農試 佐藤経営科長 

県りんご試 
除 	 高橋栽培科長 

五農高校教諭 

県農業機械センタ→ 
石戸谷主任 

県農協中央会 
草創総務部次長 

青森市県生活改善センター 

7月30日 13時 	 ク 	 水 稲 

8月 3日 9時 市 役 所 集 合 生活改善 

ク
 

日 

6月24日 

6月25日 

6 月30日 

6月30日 

7月 1 日 

7月 2日 

7 月5日～ 10日 農業青少年講座 （別に通知する） 

7月13日 13時 中 央 公 民 館 り ん ど 

畜 産

農業機械 

	

6月25日 招時 	ク 	 水 稲 

6 月30日 9時 五農高校玄関前集合 そ さ い 

	

6月30日 午前に引続き ク 	 そ さ い 

7月 1 日 13時 中 央 公 民 館 生活改善 

	

7月 2日 13時 	 ク 	 農業経営 

時 場 所 学級名 

13時 中 央 公 民 館 農業機械 

	

13時 	4. 	 水 稲 

9時 五農高校玄関前集合 そ さ い 

	

午前に引続き ク 	 そ さ い 

13時 中 央 公 民 館 生活改善 

	

13時 	 ク 	 農業経営 

7 月15日 10時 

7月27日 13時 
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農
業

の
生
産
を

ふ
や
し
、

あ

す
の
農
業
を
き
づ
く
原
動
力

と

す
る
た
め
、
今
春
来
か
ら

方
針

が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い

た
、
 

市
農
業
教
室
の
開
講

式
が
、

ーハ

月
十
四

日
午
後

一
時
、
市
民
文

化
会
館
に
、
受
講
者
二
五
〇
人

が
集
ま
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

な
お
、
農
業
教
室
の
学

級
合

計
者
数
は
、
八
五
一
人
で
、

各

学
級

の
受
講
者
は
、

つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
 

農
業
基
本
学
級
 

四
〇
人
 

り
ま
す
。
 

水
稲
学
級
 

二
二
六
人

そ
さ

い
学
級
 

一
二
〇
人

農
業
機
械
学
級
 

一
三
一
人

り
ん
ご

学
級
 

一
六
二
人

農
業
経
営
学

級
 
六

五
人

生
活
改
善
学
級
 

七
六
人

畜
産
学
級
 

三

一
人

ま
た
、
学
級

の
開
設
は
、

二
十

四
日
か
ら
、

各
学
級

別
に
開

か

れ
ま
す

が
、
六
、
七
月
の
予
定

は
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
つ
て
お
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記念講演の 

田中県農試場長と 

集まつた受講者 

①
 

（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） ス
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昭和 40年 6月 25日 

（青森県） 五 所 報
 

広
 

市
 

原
 

毎月（ 5. 15. 25日発行） 	第 145号 ーー部 2円 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

五所川原第一中建設の 

補助がきまり ました 

五所川原市教育委員会 

五所川原第一中学校の国庫補助金、40年度分987万2千 

800円が、このほどきまりした。 

県からは、五所川原市は、西北地方の中心地ですから

それにふさわしい立派な学校をつくりあげてほしい、と

の要望がありました。 

委員会としても、微力ながら市民のみなさま、ならび

に国．県の要望にこたえるつもりです。 

第一中学校の設置にご努力してくださいました、市長

はじめ、市議会、第一中学校建設促進協議会、ならびに

市民各位に、心から感謝いたします。 

今後とも、教育施設強化充実のため、ご協力ください

ますようお願いします。 

、 
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昭和 40 年 6 月 25 日 

当
市
の
農
業
構
造
改
善
事
業

は
、
さ
き
に
、
数
次
に
亘
つ
て

実
施
さ
れ
た
地
区
、
事
業
種
目

事
業
量
等
を
報
告
い
た
し
ま
し

た
が
、
本
事
業
も
第

一
次
指
定

分
は
別
表
の
と
お
り

コ
ソ
パ
イ

ン
、
 ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
関
係
を

除
い
て
は
全
部
完
了
す
る
運
び

に
な
り
ま
し
た
。
 

事
業
の
計
画
の
当
時
は
も
ち

ろ
ん
、
実
施
当
初
も
、
構
造
改

善
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る

か
そ
の
主
旨
、
方
向
な
ど
に
つ

い
て
も
、

一
般
に
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
は
事
実
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で
す
。
そ
れ
が
、
初
年
度
（
昭
和
 

3
8年
度
）
 
に
、北
部
地
区
の
区

画
整
理
ニ
〇
六
‘
三
七
h
a

が

実
施
さ
れ
、
七
和
．
長
橋
、
梅
田

地
区
に
ス
ビ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
 

ー
〇
台
が
、
導
入
さ
れ
、
同
格

納
庫
六
棟
が
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
三
九
年
度
は
、
高
野

原
子
、
梅
田
地
区
の
農
道
が
改

良
さ
れ
、
七
和
に
、
り
ん
ご
集
出

荷
所
一
棟
、
北
部
に
、
ト
ラ
ク
タ
 

ー
六
台
、
同
格
納
庫

一
棟
、
水

稲
防
除
機
七
台
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
 こ
の
よ
う
に
各
地
区

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て

本
事
業
の
真
の
目
的
な
り
そ
の

果
す
役
割
が
少
な
く
と
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
に
関
係
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
に
は
充
分
理
解
さ

れ
て
き
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
農
業

者
で
も
、
構
造
改
善
事
業
に
関

係
の
な
か
つ
た
人
た
ち
に
は
、
 

ま
だ
こ
の
事
業
へ
の
理
解
と
関

心
が
薄
か
ろ
う
こ
と
は
否
め
な

い
事
実
で
す
。
 

そ
こ
で
、
明
年
度
か
ら
い
よ

い
よ
第
二
次
指
定
の
事
業
に
入

る
わ
け
は
、
法
的
に
い
ろ
い
ろ

と
基
準
な
り
制
約

は
あ
る
に
し

て
も
，
国
が
補
助
金
を
だ
し
て

助
成
す
る
限
り
に
は
、
受
け
入

れ
側
の
態
勢
な
り
準
備
さ
え
あ

れ
ば
そ
の
結
果
は
決
し

て
悪
か

ろ
う
筈
が
な
い
。
 

土
地
基
盤
整
備
事
業
、
す
な

わ
ち
区
画
整
理
、
農
道
改
良
等

は
事
業
費

の
七
〇
％
近
代
化
施
 
 

会
に
は
か
つ
て
大
綱
を
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

今
後
の
日
本
農
業
の
推
移
は

好
む
と
好
ま
ざ
る
に
よ
ら
ず
農

業
の
近
代
化
が
必
然
的
な
も
の

で
す
。
国
に
お
い
て
構
造
改
善

事
業
は
、
昭
和
四
五
年
を
も
つ

て

一
応
打
切
り
の
方
針
で
あ
る

こ
と
を
十
分
考
慮
の
中
に
入
れ

地
域
に
は
そ
れ
ぞ
れ
事
情
も
あ

ろ
う
し
、
農
家
個
A
に
わ
た
れ

ば
と
き
に
よ
つ
て
は
忍
び
が
た

い
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
将
来
に

大
き
な
理
想
を
も
ち
、
時
代
の
 

流
れ
に
即
応
し
た
対

策
こ
そ
必
要
な
こ
と

で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

今
後
の
農
家
経
済
確

立
の
み
ち
と
し
て
、
 

こ
の
よ
う
な
制
度
を

活
用
す
る
こ
と
が
最

も
当
を
得
た
も
の
と

思
い
ま
す
の
で
早
急

に
対
策
を
講
ず
る
こ

と
を
希
望
い
た
し
ま

す
。
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設
事
業
で
農
業
用
施
設
、
農
業

用
機
械
等
は
五
〇
％
の
補
助
額

で
す
し
 

さ
て
、
第
二
次
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

実
情
に
即
応
し
た
事
業
種
目
の

選
定
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
米
．
り
ん
ご
を
基
幹

作
目
と
し
て
、
区
画
整
理
、
農

道
の
改
良
ま
た
は
農
業
用
施
設

の
設
臓
、
農
業
用
機
械
の
導
人

等
に
つ
い
て
、
地
区
の
関
係
者

間
で
協
議
さ
れ
、
こ
れ
等
の
要

望
を
市
の
農
業
構
造
改
善
協
議
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実
施
地
区
 

事 	業 	主 	体 事 	業 	種 	目 
第 1 年 （昭和38年度） 第 2 年 （昭和39年度） 第 3 年 （昭和40年度） 第 4 年 （昭和引年度） 

事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 事業費 事業量 

高 野 

共
 

（
 
共
 

高
 
高
 
野
 

野
 
同
 

同
 
防
 

施
 
、
 

行
 

スピ一ド スプレャー 

同 	格 納 庫 

一 	般 	農 	道 

2 台 

1 棟 

千円 
5.660 

745 

26.750 m 

千円 

4.993 1妬，8 m 

千円 

408 

千円 

原 子 

原 子 共 同 防 除 

ク 

原 子 共 同 施 行 

スピード 	ニズ、プレャ一 

同 	格 納 庫 

一 	般 	農 	道 

2 台 

1 棟 

5.660 

740 

1. 494.5m 3. 138 
」
 

 

野 里 

野 里 共 同 防 除 

ク 

野 里 共 同 施 行 

スビード スプレャー 

同 	格 納 庫 

一 	般 	農 	道 

2 台 

1 棟 

5.660 

740 

1. 245 in 3 	18 

松野木 

松野木共同防除 

ク 

松野木共同施行 

ス
ビ
ー
‘
ド
 
ス
プ
レ
ャ
ー
 

ム
口
 
棟
 

同
 
格
 
納
 
庫
 

一
 
般
 
農
 
道
 

2.830 

360 

3.134 m 

I 

9.824 

~ 

6.000 
900 

8.300 

梅 田 

梅 田 共 同 防 除 

ク 

梅 田 共 同 施 行 

プ、ビ・ード 	スプレャ・一 

同 	格 納 庫 

一 	般 	農 	道 

3 台 

2 棟 

T.755 

1.105 

1.02Dm 2.474 

北 部 

北部農業機械利用組合 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

区 	画 	整 	理 

ト 	ラ 	ク 	タ 	ー 

同 	格 納 庫 

水 稲 防 除 機 

コ 	ン 	パ 	イ 	ンノ 

同 	格 納 庫 

ラ イ ス セ ン 夕 ー 

206. 37 m 66.000 
6 台 

1 棟 

7 台 

13. 800 
2.770 
4.550 

2 	i 
1 棟 

1 棟 

広 域 七和農業協同組合 り んご集出荷所 1 棟 16. 242 ー

「
  

15. 200 合 	 計 （総事業費 170. 838) 97. 255 44.967 

年 

度 

別 

計 

画 

総 

括 

表 



(6月21日 ～ 30日 ） 

農業敬良普及所 

〇稲 作・・生育がおくれているし水温を高めて、生育
を進めよう・・・ 

① 6 月旧日現在、農試黒石本場の生育状況は、昨年に
比し、畑苗、折衷苗とも劣つている。 

育苗別 
草丈（c司 茎数（本） 葉令（枚） 

本年 昨年 本年 昨年 本年 昨年 

折衷苗 19.4 24.3 3.1 4.1 6.7 7.8 

畑 苗 26.0 35.5 3.0 6.0 7.3 7.7 

畦畔の水もれを防ぎ、水の深さを加減できるよう、 
整備、補強を十分にする。 

② イネカラバイの防除・’・本虫の発生は、年々多くな
りつつあり、その被害も少なくない0 産卵の状況に
注意し、最盛期（産卵株率80%）には、つぎの薬剤
により防除につとめる。 

◇EPN乳剤1 .000倍液か、フエンカプトン乳剤1 .000倍
を1 Oa当り 140p 撒布する0 

◇EPN 1.5%粉剤か、フSンカプトン3%粉剤、また
は、ペスタン2%紛剤を1 Qa当り3-...4句撒布する 

① 分けつ期のチツソの追肥はやめるとと。深層追肥
の適期は10.5～目．5葉期、田植後40-.45日、出穂前 

35日位ですが、天候に大きく左右されるので、追肥の
時期をあやまらないように注意する。 

④ 止草時の除草剤の使用…IL草時にとくに草の多い
ところは手取（拾い草）をしてからMCP~Bまたは 
MCPを1 Qa当り、成分で30.35gを使用する。 

〇り ん ご 

① 摘果‘・・ことしのりんごは、無駄なく多過ぎるほど
止まつた、玉伸びと作業のおくれから花芽の形成の
低下が心配されるので、できるだけ、この期間に終
るよう．に作業を進める。 
毎年摘果のおくれる園地は、全園をーつ成り摘果

し、後で強度の摘果をおこなう。 

② 黒点病の予防・・・摘果の早晩にかかわらず、全品種
に20日頃中心に、フラパム剤 1.000倍液を十分撤布 
25日頃中心に 4-12式ポルドー液を撤布 

③ 害虫防除・・・ノ、マキムシの防除は、主として新梢の
先を加害するから枝先に十分薬液が附着すよるう撤
布 

iわ 	」収 人 

参議院議員選挙 

昭和40年 6 月 25 日 

不
在
者
投

票
は
 

7
月
3

日
ま
で
 

有
権
者
の
方
で
、

選
挙
当
日
 

（
七
月
四
日

〕
や
む
を
い
な
い

用
務
や
事
故
の
た

め
、
投
票
所

に
い

つ
て
投
票
で
き
な
い
方

は

七
月
三
日
午
後
五
時
ま
で
に
、
 

市
選
挙

管
理
委
員
会
（
市
役
所

内
）
 に
お
い
で

に
な
つ
て
、
不

在
者
投
票

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
場
合
、

官
公
庁
、
会
社

等
の
出
張

は
、
所
属
長
の
証
明

書
を
お
だ
し

く
だ
さ
い
。
 
（
用

紙
は
市
選
管

に
あ
り
ま
す
）
 

ま
た
、

つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
い

る
方
は
、

管
理
者
に
申
し
で
る

と
、
そ
の
場
所
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
 

市
立
西
北
中
央
病
院
 

同
敷
島
分
院
 

増
田
病
院
 

養
護
老

人
ホ
ー
ム
 
（く
る
み
 

園
）
 

入

場

券
は
 

と
ど

き
ま
し

た
か
 

入
場
券

は
、
す
で

に
各
有
権

者
に

お
届
け
し

て
お
り
ま
す
が

ま
だ
、
届
い

て
い
な
い
方
は
、
 

市
選
挙
管

理
委
員
会

へ
、
お
問
 

仙
庭
栄
八
氏
碧
評
鱗
受

勲
祝
賀
会
 

と
 
き
 
昭
和
四
十
年

七
月
五
日
（

月
）
正

午
 

と
こ
 
ろ
 
五
所
川
原
市
民
文
化
会

館
 
第
一
集
会
室
 

会
 
費
 
七
〇
〇
円
（
申
込

み
と
同
時
に
納
入

願
い
ま
す
）
 

申
込
期
日
 
七

月
一
一
日
午
後
四
時
ま
で
 

申
込
先
 
市
役
所
企
画
課
 

今
回
の
選
挙
か
ら
、
中
泉
地

域

の
方
は
、
梅
沢
第
二
投
票
所
 

東

雲
町
 
中

野
鉄
男
 

末
広
町
 
小

野
清
茂
 

川
端
町
 

毛
内
金
次
郎
 

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

投
票

用
紙

は
 

赤
刷
り
…
全
国
区
選
出
議
員

黒
刷
り
…
地
方
区
選
出
議
員

そ
の
他
、
お
間
い
合
せ
は
‘

市

選
挙
管
理
委
員
会
（
で
ん

わ
一
一

一
一
一
）
 
へ
 

中
泉

地
域

の
方
は
 

中
泉

投
票

所
で
 

委
嘱
の
お
く
れ
て
い
た
行
政

連
絡
員
に
．

つ
ぎ
の
方
々
が
き

ま
り
ま
し
た
。
 

行

政

連
絡
員
 

中
泉
集
会

所
で
投
票
で
き
ま
す
 

自 衛 官 募 集 

◇応 募‘資 格 

採用予定月の 1 日現在で、18才以上 

25才未満の中学校卒業程度の学力を

有する者 

◇試 験 科一目 

中学校卒業程度の筆記試験『国語 

（作文を含む）数学、社会』身体検

査、および口述試験 

◇募 集 期 間 

昭和40年7月から 9 月まで 

くわしくは五所川原市役所市民課へ

お問い合せください。 

参
議
院
議
員
選
挙

の
投
票

は
七
月
四
日
 
（各
投
票
所
と
も
午
前
じ

時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

私
た
ち
の
代
表
者
を
選
ぶ

た
め
に
、

有
権
者

の
み
な
さ
ん
の
良
識

と
自
覚
に
よ
つ
て
、

義
理
や
縁
故

に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、

ひ
と
り
も
棄

権
者
の

な
い
、
明
る
く
正
し

い
選
挙
を
し
ま
し
よ
う
。
 

と
く
に
、

こ
と
し
は
、
 国
民
参

政
権
七
十
五
周
年
、
普
通
選
挙

四

十
周
年
、
婦
人
参
政
権
二

十
周
年
と
意
義

の
深
い
年
で
す

o
 

、，ノ 
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